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コンゴ共和国でチクングニア熱が流行（更新１） 
2011 年7 月2 日 ProMED 情報（IRIN News） 

 
 

 

世界保健機関（ＷＨＯ）の報告によると、6 月初め、首都ブラザビル

Brazzavile で発生したチクングニア熱の流行が、首都近郊のプール Pool 地

方へと拡大しています。6月1～23日の間、ブラザビルで7,014名、プール地

方で 460 名の患者が報告されています。死亡患者はいません。プール地方

は、1998年～2003年にかけて内戦が続き、地方の医療基盤が破壊されまし

た。ブラザビルでは、患者の発生は Makelekele 及び Bacongo を含んだ南部

地区に患者が集中しています。チクングニア熱の症状を訴えているものの、

病院を受診しない患者もいます。 

 

〔ProMED 調整者〕 

今回の流行は、チクングニア熱の爆発的な流行ということができます。6 月

13 日の報告では患者数は約 900 名でしたが、2 週間で 7,014 名と急速な増

加がありました。 

コンゴ共和国 


